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研究成果の概要（和文）：私たちの科研プロジェクトは、5年間で次のような成果を上げた。－１）10回（毎年2
回）の研究打ち合わせ会、２）3冊の英文論文集の刊行（第Ｉ集、2014年3月、136頁；第Ⅱ集、2015年7月、198
頁；第Ⅲ集、2018年3月、149頁）、３）2回の共同現地調査（2014年9月、南スロヴァキア中部とハンガリー南部
；2016年9月、南スロヴァキア東部とハンガリー北東部）、４）４回の国際ワークショップ（2014年9月と2016年
9月、コマールノ（スロヴァキア）、2017年9月、東京と大阪）、５）2015年8月に千葉県幕張で開かれた中東欧
研究国際協議会 (ICCEES) の第9回世界大会でパネル組織

研究成果の概要（英文）：Our joint project achieved the following results in 5 years. 1) Ten meetings
 (twice annually), 2) Three publications in English titled: “Transboundary Symbiosis over the 
Danube” (part I, March 2014, 136 p.; part II, July 2015, 198 p.; part III, March 2018, 149 p.), 3) 
Two joint field researches (September 2014, Central part of Southern Slovakia and Southern part of 
Hungary; September 2016, Eastern part of Southern Slovakia and Northeastern part of Hungary), 4) 
Four international workshops (Transboundary Symbiosis Over the Danube, September 2014 and 2016, 
Komarno (Slovakia); Re-thinking the Transboundary Symbiosis over the Danube in Japan－Based on a 
Five Year Joint Project, September 2017, Tokyo and Osaka), 5) Organization of the panel at the 9th 
World Congress of the International Council for Central and East Studies (ICCEES), August 2015, 
Makuhari, Chiba).

研究分野： スロヴァキアの歴史と文化
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本科研プロジェクトの出発点は、先行する

共同研究（トヨタ財団研究助成プログラムに

よる研究課題「ＥＵ統合と境界を跨ぐ地域社

会の形成：ドナウ川を挟むスロヴァキア・ハ

ンガリー国境地帯を共生の視点から問い直

す」、2010―2012 年）の結果得られた共通認

識―すなわち「スロヴァキア南部の民族混住

地域の民族間関係は、中央政府レベルでのエ

スノ政治にもかかわらず、目立った社会紛争

を引き起こしておらず、むしろ現地の共生シ

ステムによって緩和吸収され、生活者レベル

においては共生関係が正常に機能している。

ただし、双方の側の「過激なナショナリスト」

によって、民族問題がエスノ政治のカードと

して利用される恐れがつねに存在し、スロヴ

ァキア・ハンガリー二国間関係が緊張すると、

その影響を直接に蒙る危惧も否定できない」

―を踏まえ、新たなメンバー（文化人類学者）

を加えて、この認識をさらに多角的に検証し、

深化させる点にあった。 

 

２．研究の目的 

そこから導き出された本科研プロジェク

トの目的は－（１）ドナウ中流域に位置する

中欧諸国スロヴァキアとハンガリーをフィ

ールドとし、両国の境界沿いに広がる民族混

住地域における共生システムを、歴史叙述・

環境問題・民族アイデンティティ・宗教及び

教会制度・住民の日常生活など、多角的な学

際的視点から明らかにすること、（２）混住

地域の民族間関係が円滑に機能するためは、

混住を前提にした多層的な共生システムの

構築が不可欠であるという着想に基づいて、

現実に存在し機能している共生システムを

現地調査を通して検証し、調和的な民族共生

システムの実践的モデルづくりを行ない、民

族問題一般に対する新たな複眼的認識を提

示すること、の二点であった。 

 

３．研究の方法 

研究の進め方としては、先行する共同研究

の際に得られた経験に基づいて、（１）長年

地域研究に携わり、現地の言語・社会・研究

事情に通じたメンバー（スロヴァキア研究者

3 名、ハンガリー研究者 2 名）が、協力して

相互補完的に共同研究と現地調査を実施す

ること、（２）スロヴァキアとハンガリーの

現地研究者とのあいだで、学術的な信頼関係

を構築し、共生問題をテーマとした国際ワー

クショップを、定期的に開催すること、（３）

英文論文集を刊行することによって、共同プ

ロジェクトの成果を世界に向けて発信する

こと、を主軸とした。 

 

４．研究成果 

本科研プロジェクトは 5 年間（2013―2018

年）で、当初予定していた計画をすべて実現

させた。－（１）10 回（毎年 2 回）の研究打

ち合わせ会の実施、（２）3 冊の英文論文集 

“Transboundary Symbiosis over the 

Danube” の刊行（第Ｉ集、2014 年 3 月、136

頁；第Ⅱ集、2015 年 7 月、198 頁；第Ⅲ集、

2018 年 3 月、149 頁）、（３）2 回の共同現地

調査の実施（2014 年 9 月、南スロヴァキア

中部とハンガリー南部；2016 年 9 月、南ス

ロヴァキア東部とハンガリー北東部）、（４）

４回の国際ワークショップを組織

（Transboundary Symbiosis Over the 

Danube、2014 年 9 月と 2016 年 9 月、コマ

ールノ（スロヴァキア）、Re-thinking the 

Transboundary Symbiosis over the Danube 

in Japan－Based on a Five Year Joint 

Project、2017 年 9 月、東京と大阪）、（５）

1 回の国際会議でパネルを組織（中東欧研究

国際協議会 (ICCEES) 第 9回世界大会、

2015 年 8月、幕張（千葉県））―（６）現

地の共生システムについては、スロヴァキア



とハンガリーの歴史叙述の比較検討・現地大

学生の民族アイデンティティ調査・現地のマ

イノリティ・エリートの言説分析などを通し

て、その実態をかなりの程度明らかにするこ

とができた。（７）相互信頼関係に基づく現

地研究者との知的ネットワークを構築する

ことができた（（４）の研究協力者リストを

参照）、（８）3 冊の英文論文集はすべてリポ

ジトリに登録して、公開している。（本科研

プロジェクト活動の詳細は Report of the 

joint project “Road to a Multidimensional 

Ethnic Symbiosis: The Mid-Danube Region 

and EU Integration” (2013-2018). In: 

“Transboundary Symbiosis over the 

Danube”, Part III, Waseda University 

Press, March 2018, pp. 143-149 を参照） 
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